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土
と
時
代

日
本
を
構
成
す
る
四
つ
の
島
の
う
ち
、
最
も
小
さ
い
の
が
四
国
で
あ
る
。

こ
の
狭
い
島
に
、
標
高
二
千
メ
ー
ト
ル
近
い
二
つ
の
主
峰
を
持
つ
四
国
山
地
が
東
西
に
盤
踞
し
、
そ
の
面
積
の
大
部
分
を
蔽
っ
て
い
る
。
こ

の
四
国
山
地
の
北
辺
を
本
州
を
縦
断
し
て
き
た
中
央
構
造
線
が
吉
野
川
に
沿
っ
て
東
西
に
横
切
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
北
側
に
隆
起
し
て
い
る
の

が
讃
岐
山
脈
（
あ
る
い
は
阿
讃
山
脈
）
で
あ
る
。
東
西
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
こ
の
山
脈
は
、
東
は
鳴
門
海
峡
か
ら
起
ち
あ
が
り
つ
つ
、

徳
島
、
香
川
両
県
の
県
境
を
な
し
て
西
に
走
り
、
愛
媛
県
と
の
県
境
で
下
降
し
て
、
讃
岐
と
伊
予
が
か
か
え
る
燧
灘
に
沈
む
。

こ
の
沈
下
の
地
点
の
北
側
が
、
香
川
県
三
豊
郡
豊
浜
町
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
い
ま
か
ら
そ
の
生
涯
を
追
う
こ
と
に
な
る
大
平
正
芳
は
、
こ
の
地
に
生
を
享
け
た
。

豊
浜
町
の
主
峰
高
尾
山
（
四
百
九
十
六
メ
ー
ト
ル
）
の
山
頂
に
立
っ
て
、
北
西
に
向
か
え
ば
、
こ
の
町
の
田
園
地
帯
を
一
望
の
も
と
に
見
渡

す
こ
と
が
で
き
る
。
近
く
に
は
、
山
の
傾
斜
地
に
つ
く
ら
れ
た
溜
池
が
、
そ
こ
か
し
こ
に
点
在
し
、
秋
に
は
黄
金
色
に
波
打
つ
田
畑
や
果
樹
園

が
、
次
第
に
下
っ
て
瀬
戸
の
海
岸
線
に
ま
で
広
が
る
。
眼
を
遠
く
に
馳
せ
れ
ば
、
波
静
か
な
燧
灘
に
、
伊
吹
島
の
孤
影
が
か
す
む
。

こ
の
田
園
地
帯
は
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
年
）、
旧
豊
浜
町
と
合
併
さ
れ
て
現
在
の
豊
浜
町
と
な
る
ま
で
、
和
田
村
と
称
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
の
村
の
長
谷
な
が
た
に

と
い
う
部
落
に
あ
る
大
平
の
生
家
は
、
い
ま
も
ひ
っ
そ
り
と
昔
日
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
る
。
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こ
の
和
田
村
が
今
日
の
よ
う
な
ゆ
た
か
な
土
地
と
な
る
に
は
、
何
百
年
に
も
わ
た
る
村
人
た
ち
の
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
が
あ
っ
た
。
ま
ず
何
よ

り
も
水
利
上
の
悪
条
件
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
香
川
県
の
面
積
は
、
小
さ
い
四
国
の
十
分
の
一
、
都
道
府
県
の
中
で
全
国
最
小

の
大
阪
府
よ
り
わ
ず
か
に
大
き
い
だ
け
で
、
大
山
脈
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
河
川
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
雨
量
の
少
な
い
瀬
戸
内
式
気
候
で
あ

る
た
め
、
地
表
水
も
地
下
水
も
少
な
く
、
し
か
も
山
地
の
傾
斜
が
急
で
、
保
水
の
条
件
は
き
わ
め
て
悪
い
。

平
安
朝
の
昔
、
讃
岐
の
国
司
は
「
晴
五
日
を
経
れ
ば
水
湿
の
潤
い
な
く
、
霖
雨
二
日
に
及
べ
ば
洪
水
の
難
あ
り
」
と
訴
え
た
と
い
う
。

こ
の
た
め
、
讃
岐
の
人
々
は
昔
か
ら
、
各
所
に
溜
池
を
築
造
し
、
冬
の
う
ち
か
ら
余
水
を
た
め
て
夏
の
灌
漑
に
そ
な
え
た
。
全
県
で
そ
の
数

二
万
余
に
及
ぶ
。
昭
和
四
十
九
年
に
讃
岐
山
脈
を
う
が
っ
て
吉
野
川
の
水
を
ひ
く
香
川
用
水
が
完
成
す
る
以
前
は
、
香
川
県
は
用
水
の
七
十
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
を
溜
池
に
依
存
し
て
い
た
。

讃
岐
国
多
度
郡
弘
田
郷
屏
風
浦
に
生
ま
れ
た
真
言
宗
の
開
祖
空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
年
）
が
い
ま
な
お
弘
法
大
師
と
し
て
多
く
の
人
々
の

尊
崇
を
集
め
て
い
る
の
は
、
そ
の
宗
教
的
事
蹟
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
一
の
満
濃
池
を
は
じ
め
、
彼
が
修
築
し
た
数
多
く
の
溜
池
が

今
日
で
も
こ
の
地
方
に
大
い
に
裨
益
し
て
い
る
た
め
で
も
あ
る
。

和
田
村
は
と
り
わ
け
傾
斜
地
が
多
く
、
農
地
を
開
発
す
る
に
は
斜
面
を
開
墾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
溜
池

も
山
の
中
腹
に
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
困
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
の
開
発
意
欲
は
高
く
、

『
豊
浜
町
誌
』
に
よ
る
と
、
和
田
村
の
農
地
開
発
は
、
江
戸
時
代
か
ら
、
い
ま
の
豊
浜
町
を
構
成
す
る
四
つ
の
地
区
（
姫
浜
地
区
、
和
田
浜
地
区
、

和
田
地
区
、
箕
浦
地
区
）
の
中
で
も
最
も
盛
ん
だ
っ
た
。
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
年
）
の
文
献
は
、
当
時
、
総
畝
数
百
七
十
九
町
六
反
、
う
ち

古
田
屋
敷
・
古
畑
が
約
百
町
歩
で
、
新
田
・
新
畑
と
し
て
約
七
十
九
町
が
開
拓
さ
れ
て
お
り
、
家
数
も
一
番
多
く
三
百
九
十
五
軒
、
う
ち
本
百

姓
三
百
十
九
軒
、
間
人
も
う
と

（
身
分
の
低
い
百
姓
）
七
十
軒
で
、
ほ
と
ん
ど
が
農
業
に
従
事
し
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
伊
予
、
阿
波
そ

の
他
か
ら
の
移
住
民
が
こ
の
地
に
住
み
つ
い
て
開
拓
に
励
ん
だ
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。

耕
地
の
拡
大
と
並
ん
で
農
業
技
術
の
改
良
、
農
産
物
の
多
様
化
も
進
ん
だ
。
良
質
の
讃
岐
米
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
讃
岐
三
白
と
し
て

有
名
な
砂
糖
、
棉
花
（
残
り
の
「
一
白
」
は
食
塩
）
の
生
産
も
大
幅
に
増
加
し
、
さ
ら
に
藍
、
甘
庶
、
菜
種
等
の
栽
培
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
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っ
た
。
ま
た
そ
れ
ら
の
農
産
物
を
加
工
・
販
売
す
る
商
工
業
も
次
第
に
発
達
し
た
。
温
暖
な
気
候
と
交
通
の
便
と
に
恵
ま
れ
て
、
こ
の
地
方
で

は
農
業
の
商
工
業
化
が
比
較
的
早
く
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

明
治
に
入
る
と
、
農
耕
技
術
の
進
歩
と
農
具
の
改
善
が
は
か
ら
れ
る
一
方
、
耕
地
整
理
、
水
利
の
改
良
が
進
め
ら
れ
た
。
明
治
十
七
、
八
年

（
一
八
八
四
〜
八
五
年
）
頃
に
は
養
蚕
業
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
桑
畑
が
で
き
た
。
柑
橘
、
温
州
み
か
ん
、
梨
、
ぶ
ど
う
、
柿
等
の
果
樹
栽
培
も
始

め
ら
れ
、
ま
た
甘
藷
、
蔬
菜
等
の
栽
培
も
盛
ん
に
な
っ
た
。

因
み
に
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
年
）
の
統
計
で
は
、
和
田
地
区
の
耕
地
面
積
は
田
約
三
百
町
歩
、
畑
八
十
五
町
歩
、
合
計
三
百
八
十
五
町

歩
と
、
寛
政
元
年
以
来
百
四
十
年
の
間
に
二
倍
以
上
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

大
平
正
芳
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
三
月
十
二
日
、
こ
の
和
田
村
の
大
字
和
田
甲
一
〇
八
二
番
地
で
、
父
利
吉
り
き
ち

と
母
サ
ク
の
問

に
生
ま
れ
た
。

そ
の
祖
先
に
つ
い
て
は
、
大
平
正
芳
自
身
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
大
平
家
の
古
い
家
系
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
戦
国
時
代
に
土
佐
か
ら
移
り
住
ん
で
、
こ
の
あ
た
り
を
支
配
し
て
い
た
大
平
伊
賀
守
国
祐
と
い

う
豪
族
の
末
裔
に
当
た
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
居
城
が
あ
っ
た
城
山
（
獅
子
ケ
端
山
）
に
は
、
今
で
も
城
を
め
ぐ
る
石
垣
や
泉
の
跡
が

あ
る
。

…
…
城
主
伊
賀
守
国
祐
は
、
四
国
征
服
途
上
の
長
曾
（
宗
）
我
部
に
追
わ
れ
て
、
家
臣
の
下
に
身
を
寄
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後

の
消
息
は
さ
だ
か
で
な
い
。
嫡
子
は
城
山
の
南
側
に
あ
る
�
乳
母
ケ
懐
池
�
に
乳
母
に
抱
か
れ
て
入
水
、
息
女
は
豊
浜
町
の
�
姫
浜
�
の
沖
に

身
を
投
げ
て
あ
え
な
く
果
て
、
弟
だ
け
災
禍
を
免
れ
て
こ
の
地
に
落
ち
つ
い
た
と
い
う
。
国
祐
の
菩
提
寺
�
国
祐
寺
�
は
、
今
な
お
大
平
姓
を

名
乗
っ
て
法
燈
を
守
っ
て
い
る
。」（『
私
の
履
歴
書
』）

『
讃
州
府
志
』『
西
讃
府
志
』
な
ど
に
も
と
づ
く
『
三
豊
郡
史
』、『
大
平
氏
系
図
』
等
に
よ
れ
ば
、
大
平
氏
は
藤
原
氏
で
藤
原
秀
郷
（
田
原
藤

太
秀
郷
）
の
五
男
千
常
の
子
孫
で
あ
る
（『
鎌
倉
武
鑑
』）。
千
常
の
子
文
脩
は
近
藤
を
氏
と
し
た
。
ま
た
千
常
の
四
代
の
裔
脩
行
が
近
江
大
掾
に
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任
じ
ら
れ
た
の
で
、
近
藤
（
近
江
の
藤
原
氏
と
い
う
意
味
）
を
氏
と
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
（『
西
讃
府
志
』）。
脩
行
の
四
代
の
孫
国
澄
は
国

隆
と
も
い
っ
て
、
多
度
郡
仲
村
と
三
野
郡
財
田
を
領
有
し
て
山
地
右
京
之
進
の
配
下
で
あ
っ
た
（『
讃
州
府
志
』）。
国
澄
の
子
国
平
は
讃
岐
の
守

護
と
な
っ
た
（『
西
讃
府
志
』）。
ま
た
、
そ
の
子
国
盛
は
大
平
を
氏
と
し
、
頼
朝
か
ら
土
佐
で
領
地
を
も
ら
っ
た
。
そ
の
子
国
秀
は
財
田
端
の
城

主
で
、
財
田
上
の
村
に
あ
る
八
幡
宮
の
本
殿
棟
木
に
は
国
秀
の
自
筆
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
財
田
の
伊
舎
那
院
（
北
田
山
如
意
輸
寺
）

に
は
国
秀
の
墓
と
い
わ
れ
る
石
塔
が
あ
る
。
こ
の
塔
は
大
平
氏
累
代
の
墓
で
あ
っ
て
、
国
秀
・
国
時
・
国
頼
・
国
通
・
国
房
の
五
代
と
そ
の
他

一
族
の
遣
骨
が
葬
ら
れ
て
い
る
。
国
時
は
駿
河
の
国
大
平
郷
を
領
し
て
い
た
。
国
頼
は
三
野
神
田
郷
・
麻
・
羽
方
を
管
理
し
、
西
大
野
荘
の
所

務
職
に
も
な
り
、
細
川
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
。
国
房
は
財
田
西
の
村
を
領
有
し
た
初
め
の
人
で
あ
る
。
国
房
の
孫
国
有
は
上
大
野
村
を
領
し
て

い
る
。
国
有
の
四
代
目
の
孫
国
清
は
、
細
川
政
元
が
河
野
四
郎
通
春
を
討
っ
た
時
、
細
川
氏
に
従
っ
て
出
陣
し
た
が
、
伊
予
の
寒
川
村
で
病
死

し
た
。

国
清
の
六
代
目
の
孫
が
国
祐
で
あ
る
。
国
祐
の
父
は
伊
賀
守
国
雅
で
、
母
は
大
西
備
中
守
長
清
（
川
之
江
轟
城
主
）
の
息
女
、
妻
は
香
川
元

景
の
息
女
で
あ
る
。『
国
祐
寺
縁
起
』
で
は
、
国
祐
は
土
佐
吾
川
郡
の
城
主
で
、
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
年
）
長
宗
我
部
元
親
と
戦
っ
て
敗
れ
、

香
川
信
景
を
頼
っ
て
多
度
郡
中
村
に
来
て
暫
く
住
ん
で
い
た
が
、
の
ち
和
田
村
に
来
て
獅
子
ケ
鼻
（
端
）
に
城
郭
を
築
き
、
こ
こ
に
あ
っ
た
真

言
宗
の
毘
慮
遮
那
寺
を
菩
提
寺
と
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
国
房
が
財
田
西
の
村
を
領
有
し
た
の
が
応
永
（
一
三

九
四
年
）
以
前
で
あ
り
、
そ
の
孫
国
有
が
上
大
野
村
を
領
し
て
い
る
こ
と
、
大
平
伊
賀
守
の
出
城
が
西
村
城
で
財
田
西
の
村
の
知
行
寺
山
に
あ

っ
た
こ
と
、
同
じ
く
西
の
村
に
は
大
平
伊
賀
守
を
祀
る
と
い
う
大
平
神
社
が
あ
る
と
い
う
事
実
等
か
ら
、
大
平
氏
が
讃
岐
の
財
田
付
近
に
住
ん

で
い
た
の
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
の
長
い
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

『
三
豊
郡
史
』
は
、「
当
国
殊
に
本
郡
に
蔓
殖
せ
る
大
平
氏
は
藤
原
秀
郷
の
裔
な
る
近
藤
国
平
よ
り
出
で
し
こ
と
は
、『
鎌
倉
武
鑑
』『
大
平
氏

系
図
』
に
よ
り
明
ら
か
に
し
て
、
土
佐
大
平
も
国
平
を
祖
と
せ
る
こ
と
は
足
利
時
代
の
諸
家
紋
帳
に
土
佐
之
藤
之
大
平
近
藤
国
平
末
と
あ
る
に

て
証
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
な
れ
ば
、
讃
岐
及
び
土
佐
の
大
平
は
同
系
統
の
も
の
に
し
て
」
と
述
べ
て
い
る
。

秀
吉
が
四
国
を
統
一
し
た
の
ち
、
讃
岐
の
領
主
は
仙
石
秀
久
に
な
り
、
香
川
氏
は
逃
れ
て
土
佐
へ
行
っ
た
が
、
大
平
国
祐
は
秀
久
に
召
さ
れ
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て
こ
れ
に
任
え
た
。

仙
石
氏
は
秀
吉
の
九
州
島
津
攻
め
の
先
鋒
と
し
て
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
年
）
十
月
よ
り
豊
後
に
転
戦
し
た
が
、
国
祐
の
長
男
の
国
常
と

郎
党
も
こ
の
戦
い
に
加
わ
っ
た
。
翌
天
正
十
四
年
、
国
常
は
家
臣
と
共
に
豊
後
戸
次
川
で
討
死
を
と
げ
た
。
時
に
十
八
歳
。
主
従
三
名
は
、
い

ま
も
国
祐
寺
墓
地
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
（
国
常
の
死
に
つ
い
て
は
、『
私
の
履
歴
書
』
の
記
述
と
異
な
る
）。
国
祐
の
二
男
、
三
男
は
共
に
出
家

し
た
。
国
祐
の
弟
と
し
て
は
、
上
麻
村
（
現
在
の
高
瀬
町
大
字
上
麻
）
の
麻
城
主
の
近
藤
国
久
、
財
田
端
の
城
主
の
大
平
国
秀
、
お
よ
び
近
藤

四
方
太
夫
等
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
国
祐
の
末
裔
藩
と
言
わ
れ
る
家
が
諸
処
に
あ
り
、
国
祐
寺
を
訪
れ
る
人
が
絶
え
な
い
。

天
正
十
五
年
に
は
、
秀
吉
の
家
臣
生
駒
雅
楽
頭
親
正
が
讃
岐
十
七
万
六
千
石
に
封
じ
ら
れ
、
や
が
て
生
駒
氏
の
没
落
、
伊
予
三
藩
主
に
よ
る

統
治
の
一
時
期
を
経
て
、
讃
岐
は
高
松
藩
（
十
二
万
石
）
と
丸
亀
藩
（
五
万
三
千
石
）
の
東
西
二
藩
に
分
か
れ
て
の
二
藩
時
代
と
な
る
。
高
松

藩
は
常
陸
下
館
城
主
か
ら
転
封
さ
れ
た
松
平
頼
重
が
藩
主
と
な
っ
て
、
明
治
維
新
ま
で
十
一
代
、
二
百
二
十
八
年
間
続
い
た
。
一
方
、
丸
亀
藩

は
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
年
）
に
九
州
天
草
の
富
岡
城
主
山
崎
家
治
が
初
代
藩
主
と
な
っ
て
三
代
、
十
七
年
続
い
た
の
ち
、
播
州
竜
野
の
城

主
京
極
高
和
が
転
封
さ
れ
、
三
代
目
の
時
（
元
禄
七
年
＝
一
六
九
四
年
）
に
京
極
高
通
が
一
万
石
を
分
封
さ
れ
て
多
度
津
藩
を
立
て
、
以
後
、

讃
岐
は
三
藩
時
代
と
な
り
幕
末
に
至
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
間
、
豊
浜
は
伊
予
、
土
佐
の
両
藩
主
が
参
勤
交
代
に
際
し
て
陸
路
を
利
用
す
る
場
合
必
ず
通
過
す
る
街
道
上
の
枢
要
な
位
置
を
占
め
、

ま
た
江
戸
時
代
か
ら
賑
や
か
に
往
来
し
た
金
毘
羅
参
詣
の
旅
客
の
多
く
も
こ
こ
を
通
過
し
て
い
っ
た
。
現
在
の
豊
浜
港
（
和
田
浜
港
）
の
築
港

は
明
和
八
年
（
一
七
七
一
年
）
に
着
手
さ
れ
て
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
年
）
に
完
成
し
て
お
り
、
以
後
、
讃
岐
の
海
上
交
通
の
中
心
地
と
し

て
大
い
に
賑
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

豊
浜
町
が
昭
和
四
十
六
年
八
月
に
戸
籍
台
帳
で
行
っ
た
「
姓
氏
分
布
調
査
」
の
結
果
で
は
、
和
田
地
区
に
大
平
姓
が
十
六
戸
あ
っ
た
。
ま
た

善
通
寺
に
在
住
す
る
大
平
武
義
の
昭
和
五
十
五
年
四
月
の
調
査
で
は
、
大
平
姓
は
西
讃
に
広
く
分
布
し
て
お
り
、
丸
亀
市
二
十
七
軒
、
坂
出
市

十
四
軒
、
観
音
寺
市
三
十
九
軒
、
善
通
寺
市
五
十
七
軒
、
仲
多
度
郡
四
十
五
軒
、
綾
歌
郡
十
三
軒
、
三
豊
郡
百
五
十
八
軒
、
計
三
百
五
十
三
軒

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第１章　郷土と時代



正
芳
の
祖
父
岩
造
は
大
平
総
本
家
の
分
家
に
生
ま
れ
、
明
治
に
入
っ
て
村
会
議
員
な
ど
を
つ
と
め
て
い
た
。
父
利
吉
は
岩
造
の
二
男
だ
っ
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
分
家
し
て
新
し
く
一
戸
を
構
え
、
一
町
二
、
三
反
の
田
を
自
小
作
す
る
中
農
だ
っ
た
。
彼
は
岩
造
と
同
じ
く
村
会
議

員
や
溜
池
の
水
利
組
合
の
総
代
等
を
つ
と
め
、
よ
く
人
の
世
話
を
し
た
。

水
利
組
合
と
は
、
溜
池
の
水
を
利
用
す
る
農
家
が
村
を
横
断
的
に
形
成
す
る
組
合
で
、
そ
の
総
代
の
任
務
は
、「
用
水
池
及
び
用
水
路
の
管
理
、

な
ら
び
に
池
の
ユ
ル
（
閘
）
抜
き
、
配
水
、
池
の
堤
防
の
修
理
な
ど
水
利
に
関
す
る
一
切
の
権
限
を
も
ち
、
水
利
費
の
取
り
立
て
な
ど
の
財
務

を
司
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
（『
豊
浜
町
誌
』）。
し
た
が
っ
て
、
水
利
総
代
と
は
村
の
役
職
と
は
別
の
�
顔
役
�
で
あ
り
、
利
吉
は
五
十
町
ほ
ど
を

灌
漑
す
る
野
々
池
と
い
う
溜
池
を
差
配
し
て
い
た
。

そ
の
利
吉
と
母
サ
ク
に
つ
い
て
、
大
平
は
こ
う
描
写
し
い
る
。

「
父
は
、
明
治
三
年
生
ま
れ
で
、
こ
れ
と
い
う
学
歴
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
応
書
は
よ
く
す
る
し
、
和
漢
の
古
典
に
も
相
当
通
じ
て
い
た
。

和
綴
の
本
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
朱
の
紙
片
が
貼
付
し
て
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
く
だ
り
に
疑
問
が
あ
る
印
で
、
疑
問
が
解
け
る
と
そ
の
紙

片
を
そ
っ
と
と
り
、
本
自
体
は
、
全
然
汚
さ
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
た
。

…
…
父
は
酒
が
好
き
で
、
晩
酌
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
。
ま
た
割
合
交
際
が
広
く
、
人
に
招
か
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
村
の
店
か
ら
盆
暮
の

決
済
で
日
用
品
を
掛
買
す
る
通
帳
に
は
、
三
銭
と
か
、
五
銭
の
豆
腐
や
あ
げ
の
買
入
れ
の
記
載
に
ま
じ
っ
て
、
一
円
二
、
三
十
銭
の
清
酒
が
、

大
体
、
一
週
問
ぐ
ら
い
の
間
隔
を
お
い
て
記
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

母
は
隣
の
大
野
原
町
の
詫
間
家
の
長
女
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
社
交
性
を
も
っ
た
勝
気
な
女
性
で
あ
っ
た
。
当
時
、
詫
間
一
家
は
朝
鮮
に

移
住
し
、
慶
尚
北
道
迎
日
郡
の
大
松
面
と
い
う
と
こ
ろ
で
雑
貨
商
を
営
み
、
伯
父
は
そ
こ
の
面
長
（
村
長
）
を
し
て
い
た
。
た
だ
祖
母
だ
け
は
、

ど
う
し
た
こ
と
か
独
り
で
留
守
宅
を
守
っ
て
い
た
。」（『
私
の
履
歴
書
』）

正
芳
の
姉
ム
マ
の
思
い
出
で
は
、「
父
は
几
帳
面
な
人
だ
っ
た
が
、
私
た
ち
は
父
か
ら
怒
ら
れ
た
り
、
怒
鳴
ら
れ
た
り
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

子
供
た
ち
が
勉
強
し
て
い
る
と
、
ラ
ン
プ
を
磨
い
て
そ
ば
に
寄
せ
て
く
れ
る
し
、
帽
子
を
忘
れ
た
ら
自
転
車
で
追
っ
て
き
て
く
れ
た
り
、
そ
り

ゃ
や
さ
し
か
っ
た
。
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人
望
が
あ
っ
て
、
な
ん
か
も
め
事
が
あ
る
と
、
飛
び
出
し
て
行
っ
て
、
�
わ
し
が
行
く
と
ま
と
ま
る
ん
じ
ゃ
�
と
言
っ
て
お
っ
た
。
父
は
そ

の
頃
に
は
珍
し
く
、
よ
く
母
と
連
れ
だ
っ
て
出
か
け
た
り
し
た
。

む
し
ろ
お
母
さ
ん
が
き
び
し
か
っ
た
。
男
ま
さ
り
で
、
本
家
の
兄
ち
ゃ
ん
も
か
な
わ
ん
と
言
っ
て
お
っ
た
。
そ
れ
で
も
他
人
に
は
親
切
で
、

子
供
が
遊
ん
で
い
る
と
、
お
餅
の
切
っ
た
の
を
揚
げ
て
、
お
砂
糖
で
丸
め
て
、
誰
そ
れ
お
い
で
と
言
っ
て
、
食
べ
さ
せ
て
お
っ
た
。」

正
芳
が
こ
の
世
に
生
を
享
け
る
ま
で
に
、
父
母
の
間
に
は
す
で
に
五
人
の
子
供
が
生
ま
れ
て
い
た
。
キ
ク
、
信
雄
、
テ
ツ
、
ム
マ
、
数
光
の

男
二
人
、
女
三
人
で
あ
る
。
キ
ク
は
満
一
歳
、
信
雄
は
二
歳
半
で
夭
折
し
て
い
た
の
で
、
正
芳
が
生
ま
れ
た
と
き
に
は
、
テ
ツ
、
ム
マ
、
数
光

の
兄
姉
が
同
じ
屋
根
の
下
に
い
た
こ
と
に
な
る
。
正
芳
の
あ
と
、
二
年
半
後
に
芳
数
、
さ
ら
に
四
年
後
に
富
江
が
生
ま
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
頃
の
大
平
家
の
生
活
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

大
平
自
身
に
よ
る
と
、「
米
麦
を
主
と
す
る
当
時
の
農
家
の
家
計
は
、
け
っ
し
て
楽
で
は
な
か
っ
た
。
私
の
う
ち
は
、
子
供
が
六
人
（
男
三
人

女
三
人
）
も
い
た
の
で
な
お
さ
ら
で
あ
っ
た
。
私
は
も
の
心
が
つ
い
て
か
ら
、
洟
で
袖
が
ピ
カ
ピ
カ
光
っ
て
い
る
着
物
を
着
て
、
稲
藁
で
作
っ

た
ぞ
う
り
を
は
き
、
一
汁
一
菜
に
麦
飯
（
も
ち
ろ
ん
米
が
三
、
四
分
は
入
っ
て
い
た
）
を
食
べ
て
育
っ
た
。
海
浜
近
く
に
住
み
な
が
ら
、
鮮
魚

に
あ
り
つ
く
の
は
祝
祭
の
日
く
ら
い
で
、
た
ま
に
食
膳
に
見
か
け
る
も
の
は
、
鰯
や
鯖
の
干
物
で
あ
っ
た
。」（『
私
の
履
歴
書
』）

正
芳
の
弟
芳
数
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。「
家
は
八
人
家
族
だ
っ
た
か
ら
二
升
炊
き
ぐ
ら
い
の
大
釜
で
、
良
く
て
も
麦
七
割
、
米
が
三

割
、
い
ま
の
よ
う
に
お
櫃
に
な
ん
か
移
さ
ず
に
そ
の
ま
ま
大
茶
碗
に
よ
そ
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
む
か
し
は
丸
麦
だ
っ
た
か
ら
、
一
度
、
麦
だ
け

を
炊
い
て
、
そ
れ
に
米
を
ま
ぜ
て
炊
か
な
い
と
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
の
ち
に
は
平
麦
と
な
っ
て
一
緒
に
炊
け
る
よ
う
に
な
っ
た
が
。
お
か
ず

は
年
中
、
味
噌
と
自
家
製
の
た
く
わ
ん
。
味
噌
を
も
と
に
し
て
汁
を
作
り
、
米
の
粉
の
団
子
を
浮
か
せ
た
も
の
を
�
ひ
っ
か
き
団
子
�
と
言
っ

た
が
、
そ
れ
が
何
よ
り
の
ご
馳
走
だ
っ
た
。」

し
か
し
同
時
に
、
芳
数
は
次
の
よ
う
に
も
語
っ
て
い
る
。「
ど
う
い
う
わ
け
か
、
父
と
母
は
米
の
飯
を
食
べ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
仏
さ
ま
に
も
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米
の
飯
を
あ
げ
た
の
で
、
あ
と
で
お
ろ
し
て
食
べ
る
の
は
、
兄
二
人
と
私
で
取
り
合
い
だ
っ
た
。」

も
っ
と
も
当
時
に
お
い
て
は
、
麦
飯
は
と
く
に
貧
乏
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。『
和
田
村
の
実
相
』
と
い
う
文
献
に
は
、「
明
治

〜
大
正
初
期
は
、
米
一
〜
三
に
、
麦
九
〜
七
を
混
ぜ
た
麦
飯
が
中
心
で
、
年
代
が
下
が
る
に
し
た
が
っ
て
米
の
割
合
が
多
く
な
り
、
大
正
〜
昭

和
初
期
に
は
米
四
〜
八
、
麦
六
〜
二
、
そ
し
て
昭
和
初
期
に
な
っ
て
も
、
こ
の
混
合
さ
れ
た
麦
飯
を
主
食
と
す
る
家
が
な
お
七
五
％
は
あ
っ
た
。」

と
あ
る
。

以
上
の
記
述
か
ら
、
そ
の
頃
の
大
平
家
は
、
旦
那
と
言
わ
れ
る
大
地
主
は
別
と
し
て
、
村
で
は
中
流
の
生
活
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
む
ろ
ん
、
そ
れ
は
今
日
の
農
村
の
生
活
水
準
か
ら
見
れ
ば
は
る
か
に
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
低
い
水
準

を
支
え
る
た
め
に
、
ど
の
農
家
も
老
人
か
ら
子
供
ま
で
一
家
を
挙
げ
て
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

大
平
正
芳
が
呱
々
の
声
を
あ
げ
た
こ
の
頃
、
時
代
は
日
露
戦
争
の
勝
利
の
あ
と
、
明
治
の
終
焉
を
前
に
し
て
、
一
つ
の
大
き
な
曲
り
角
に
さ

し
か
か
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
外
に
は
日
本
が
満
州
経
営
、
朝
鮮
併
合
と
西
欧
列
強
に
倣
っ
て
植
民
地
経
営
に
乗
り
出
す
と
と
も
に
、
久
し
き

に
わ
た
る
日
本
の
悲
願
と
も
言
う
べ
き
不
平
等
条
約
の
改
正
に
成
功
し
、
関
税
自
主
権
の
回
復
も
あ
い
つ
い
で
実
現
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
他

方
、
内
に
は
工
業
化
の
急
速
な
進
展
と
と
も
に
労
働
間
題
が
激
化
し
、
社
会
主
義
運
動
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
国
内
の
対
立
が
激
し
さ
を
加
え
た
時

代
で
も
あ
っ
た
。

明
治
四
十
三
年
（
正
芳
の
生
年
）
を
特
定
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
年
、
中
央
倶
楽
部
な
ら
び
に
立
憲
国
民
党
が
あ
い
つ
い
で
結
成
さ
れ
た
（
三

月
）。
文
壇
で
は
武
着
小
路
実
篤
、
志
賀
直
哉
、
有
島
武
郎
ら
に
よ
り
同
人
誌
『
白
樺
』
が
創
刊
さ
れ
た
（
四
月
）。
ハ
レ
ー
彗
星
が
地
球
に
接

近
し
た
（
五
月
）。
幸
徳
秋
水
ら
の
大
逆
事
件
が
起
こ
っ
た
（
五
月
）。
不
平
等
通
商
条
約
の
一
年
後
の
廃
棄
が
当
事
国
に
通
告
さ
れ
（
七
月
）、

満
州
の
現
状
維
持
に
関
す
る
日
露
新
協
約
が
調
印
さ
れ
（
七
月
）、
朝
鮮
が
併
合
さ
れ
た
（
八
月
）。
白
瀬
南
極
探
検
隊
が
出
発
し
（
十
一
月
）、

日
本
人
が
飛
行
機
で
初
め
て
空
を
飛
ぶ
と
い
う
冒
険
も
試
み
ら
れ
て
い
る
（
十
二
月
）。

こ
の
頃
の
国
民
の
気
風
を
窺
わ
せ
る
も
の
の
一
つ
に
、
同
年
一
月
に
月
刊
総
合
雑
誌
『
太
陽
』（
博
文
館
発
行
）
が
″壱
等
国
″
と
題
す
る
臨
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時
増
刊
号
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
急
速
な
工
業
化
、
近
代
化
、
西
欧
化
に
よ
っ
て
、
日
本
は
大
ロ
シ
ア
に
打
ち
勝
ち
、
曲

り
な
り
に
も
先
進
国
の
一
つ
と
な
っ
た
と
い
う
自
負
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

一
方
、
こ
の
年
か
ら
三
年
前
の
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
年
）
に
、
当
時
の
内
務
省
地
方
局
有
志
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
最
初
の
″田
園
都
市
″

に
関
す
る
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
記
憶
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
も
と
よ
り
、
当
時
の
香
川
県
、
し
か
も
都
市
か
ら
隔
離
さ
れ
た
農
村
の
生
活
や
精
神
の
状
況
は
、
中
央
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
遅
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
古
い
、
土
地
に
し
が
み
つ
い
て
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
人
々
が
、
江
戸
時
代
と
さ
し
て
変
わ
ら
ぬ
生
産
様
式
の
中

で
ひ
っ
そ
り
と
暮
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
時
代
、
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
に
生
ま
れ
た
大
平
正
芳
の
最
も
古
い
記
憶
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
私
の
額
に
は
、
ち
ょ
う
ど
真
中
ど
こ
ろ
に
、
長
さ
一
吋
弱
の
相
当
深
い
傷
跡
が
、
左
右
に
走
っ
て
い
る
。
子
供
の
と
き
に
は
、
そ
れ
か
余

程
深
か
っ
た
と
み
え
て
、
随
分
気
を
揉
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。
写
真
を
撮
っ
て
も
、
そ
の
傷
跡
が
鮮
明
に
と
謂
わ
ぬ
ま
で
も
い
つ
も
痕
跡
を
止
め

て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
余
り
目
立
た
な
く
な
っ
て
来
た
。

そ
れ
は
私
が
三
、
四
歳
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
が
、
…
…
こ
の
傷
を
受
け
た
場
面
だ
け
は
不
思
議
に
よ
く
覚
え
て
い
る
。
当
時
私
の
家
に
お
し

げ
と
い
う
女
中
が
い
た
。
他
に
男
の
雇
人
が
一
人
い
て
、
こ
れ
が
相
当
大
食
漢
で
あ
っ
て
、
随
分
長
く
勤
め
て
く
れ
た
が
、
そ
の
人
に
つ
い
て

は
こ
れ
と
い
っ
て
大
し
た
思
い
出
は
な
い
。
そ
の
女
中
が
私
を
背
負
っ
て
門
の
前
の
田
の
端
で
遊
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
何
の
は
ず
み
か
、
私

を
背
負
っ
た
儘
向
き
直
っ
た
瞬
間
に
、
私
の
額
を
田
を
囲
む
石
畳
の
角
に
ぶ
っ
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
私
の
額
か
ら
は
鮮
血
が
淋
漓
と
ほ
と
ば
し

り
出
た
も
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
野
良
仕
事
か
ら
帰
り
が
け
の
母
が
、
狂
い
そ
う
な
顔
付
で
、
私
を
抱
え
て
家
の
中
に
運
び
こ
み
、
お
灸
の
草

か
何
か
で
応
急
の
手
当
を
し
て
く
れ
た
。

お
し
げ
さ
ん
は
、
そ
の
後
二
、
三
年
は
私
の
家
で
働
い
て
く
れ
た
が
、
や
が
て
村
は
ず
れ
の
小
さ
い
旗
亭
の
酌
婦
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
度

度
私
を
連
れ
に
来
て
く
れ
た
の
で
、
私
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
そ
の
旗
亭
に
招
か
れ
ざ
る
客
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
暫
く
し
て
、
お
し
げ
さ
ん

は
病
ん
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
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こ
れ
が
私
が
生
ま
れ
落
ち
て
か
ら
の
最
初
の
淡
い
思
い
出
で
あ
る
。
そ
の
旗
亭
は
、
昔
な
が
ら
の
藪
に
囲
ま
れ
て
、
昔
の
ま
ま
の
姿
で
残
っ

て
い
る
。
こ
の
淡
い
思
い
出
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
年
月
を
経
る
に
従
っ
て
、
益
々
濃
く
な
っ
て
行
く
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
の
旗
亭
は
、
村

は
ず
れ
の
三
叉
路
の
脇
に
あ
る
が
、
そ
こ
を
通
る
度
毎
に
、
私
は
お
し
げ
さ
ん
に
呼
び
止
め
ら
れ
そ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。」

こ
の
文
章
は
、「
額
の
傷
」
と
題
し
て
、
大
平
正
芳
が
昭
和
二
十
八
年
に
処
女
出
版
し
た
『
財
政
つ
れ
づ
れ
草
』
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

幼
年
時
の
彼
の
心
象
風
景
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
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